
「農業女子プロジェクト」は、農業女子の知恵を生かした新
たな商品・サービスの開発、未来の農業女子をはぐくむ活動、
情報発信等を通じて、女性農業者の存在感を高め、女性農
業者自らの意識改革、経営力の発展、職業としての農業を
選択する若手女性の増加を目的に2013年に設立。農業女子
同士のネットワークづくりにも取り組んでいます。
広島県拠点地方参事官室では、今年度、農業女子プロジェ
クトチームを立ち上げ、前年度に県内の農業女子プロジェク
トメンバーから寄せられた意見を踏まえ、6月と8月にプチ
ミーティングを経て、今年度の集大成として「農業女子プロ
ジェクトメンバー交流会」in広島の開催にこぎつけることが
できました。

講演会として、アクト中食株式会社 専務取締役 平
岩 宏隆（ひらいわ ひろたか）さんによる「やさい
バス広島の『これまで』と『これから』」と題した講
演をいただきました。

講演では、動画とスライドを活用しながら、野菜バ
スを始めた背景、流通が簡素化されることによるメ
リット軌道に乗るまでの苦労話、今後の展望などの話
があった中で、「困った事柄を集めるとその中から良
いアイデアが生まれる」というコメントに代表される
ように、実体験に基づいた内容をかみ砕いた言葉によ
り分かりやすく、軽やかな口調で話して下さいました。

すでに取り組んでいる参加者からは、「やさいバス
の取組で新たな販路ができて感謝。売場に品物が切れ
ないよう頑張りたい。」などの感想が出されました。
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11月30日（木曜日）、広島県拠点（広島市）において、
「農業女子プロジェクトメンバー交流会in広島」を開催し、
Web参加を含めて広島県内「農業女子プロジェクト」メン
バー26人のうち10人が参加しました。

始めに、添野地方参事官のあいさつがあり、その後、日
本政策金融公庫 広島支店 農林水産事業 千原（ちはら）
課長と広島県 農林水産局 就農支援課 宮原（みやはら）主査
から農業者を支援する融資と事業についての情報提供があ
りました。

添野地方参事官によるあいさつ

第一部 講演会

アクト中食株式会社 平岩専務取締役による講演
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アンケートを実施

ハチミツの試
食会では「す
ごく甘い」、交
流フリータイ
ムでは「やさ
いバスの話を
友人に教えて
あげたい」な
どの声が聞こ
えてきました。

第二部 交流会 ～MyFarm＆HarvestのPR、展示品の紹介、試食会

交流フリータイムを行いました～

MyFarm＆HarvestのPR

梨とブドウを栽
培。樹上完熟で収
穫によりとって
もジューシー。

梨とブドウを栽培、
完熟収穫で味は抜
群。購入者がリラッ
クスできる場所を作
りたい。

ブドウを栽培、
購入者との交流
を重視。観光農
園を運営したい。

水稲栽培（資源循環型
農業）と和牛繁殖経営。
リピーターが多く購入
者に感謝。

酪農経営、家庭焙
煎コーヒー教室を
開講。教育ファー
ムを実践。

ミニトマトを栽
培、地域活性化
を目指しチャレ
ンジ農業を実践。
民泊事業を運営。

アジア野菜全般を栽培。
日本在住の外国人の
要望に沿う生産・販売
を行いたい。

水稲と野菜を栽培、有
機JAS認証農家。サス
ティナブルな農業の同
志を増やしたい。

養蜂、イベント中
心で販売。今後、
ネットを通じて通
販・情報発信を行
いたい。

<参加者作成の似顔絵>

展示品一覧 ～自慢の品々が勢揃い～

人参・大根入りド
レッシングとジャム

蜜蠟とハチミツ トマト入りジャム
と塩

アイガモ米（温室効果ガ
ス削減を実施）

ハーブティー、米麺、
唐辛子、一味

交流フリータイムハチミツの試食会

参加者から「やさいバスなど知らなかった情報、知り合えた方々、とても充実できました(^-^)！」、「交流会はオ
ンラインではできない時間差のない表情のやり取りでの会話ができてとても楽しく懇談が出来ました。」、「農業
女子プロジェクトのメンバーで、今後、日々の悩みや思いを交流会で話し合えたらと思います。」などの開催を称
賛する感想をいただきました。他方で、時間が短い、参加者が少ないなどの意見もいただきました。貴重なご感想
やご意見を今後の取組に活かすこととします。参加者のみなさまご協力ありがとうございました。

参加者のみな
さまが、自己
紹介カードを
基に、自己紹
介とPRを行い
ました。


